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研究成果の概要：現在までに出版されている分離独立文学テクスト、関連する映画・テレビド

ラマ、民謡などを網羅的に収集し、分析し、分離独立文学の全体像を把握した。これにより、

分離独立文学が、インド英語文学全体の中において極めて重要な位置を占めることを確認し、

インド英語文学の体系的把握に向けた第一歩を踏み出すことができた。また、分離独立文学研

究書を網羅的に収集し、研究史の整理、および研究動向の分析・評価を行なった。同課題に関

連するインドの研究者や、同テーマを素材とする映画監督との意見交換、および分離独立体験

者の家族からの聞き取り調査などを行い、課題に関する総合的理解を深めた。また、分離独立

に関する最新の歴史研究を検討し、争点を検討し、従来の見解がどのように変更されているか

を確認した。分離独立文学は女性と社会的弱者に甚大な被害をもたらすことになったため、ジ

ェンダー研究の視点から分離独立文学研究の深化を図った。暴力の被害者としての女性という

イメージを反復するテクストとは異なる、宗教紛争を超克するジェンダーの視点をもつヴィジ

ョンが提示されているテクストの存在を探ることにより、分離独立をめぐる多様な視点を浮き

彫りにした。 
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１．研究開始当初の背景 
 
（１）申請者はインドのデリー大学大学院客
員教授としてインドに滞在し始めた 2000 年
12 月からインド英語文学に関わる資料収集
を進めてきた。さらに、この問題に関する関
心を深め、個人的に研究を進めるとともに、
問題関心を共有する内外の研究者と連携を
とりつつ、共同研究を遂行してきた。 
 
（２）2001 年から 2005 年まで毎年夏期に分
離独立に関して、デリーおよびマニプール州
インパルにおいてナガ族の人々からの聞き
取り調査を行なった。 
 
（３）『沈黙の向こう側 インド・パキスタ
ン分離独立と引き裂かれた人々の声』の著者
であるウルワシー・ブタリア氏やデリー大学
英文学科教授のマラシュリ・ラル氏と研究の
打ち合わせ、意見交換をし、研究協力につい
て依頼し、快諾をえた。 
 
 
２．研究の目的 
 
（１）インド英語文学の重要なテーマの一つ
である「分離独立文学」に焦点を合わせて研
究を遂行することにより、インド英語文学の
体系的把握とその文学史上の位置づけに向
けての第一歩を踏み出すことを目的にして
いる。 
 
（２）現代史上最悪の悲劇の一つである分離
独立文学の総体的把握を試みると共に、女性
問題でもある印パ分離独立について、ジェン
ダー研究の視点などと関連づけることによ
って、方法的な面からもこの分野の研究の深
化を図ることを目ざしている。 
 
 
３．研究の方法 
 
（１） 現在までに出版されている分離独立 
に関わるテクスト、関連する映画・テレビド
ラマ・民謡などを網羅的に収集し分析を加え

ることによって分離独立文学の全体像を把
握する。 
 
（２） 分離独立に関する最新の研究書を集 
め、研究史の整理を行なう。 
 
（３） 分離独立についての体験者から伝え 
られた物語についての現地調査をおこなう。 
 
（４）インドの研究者との意見交換のためイ
ンドに一定期間滞在し、意見交換を行なう。 
 
  
 
４．研究成果 
 
（１）基礎資料の収集については次のような
成果をあげることができた。従来の内外にお
ける研究では以下のような網羅的資料収集
はなされてこなかったことである。 
 
①現在までに出版されている分離独立文学
テクストの全て、および映画、テレビドラマ
などを網羅的に収集することができた。英語
文学テクストのほか、地方語のテクストの中
で英語に翻訳されたテクストについても収
集できた。また、ベンガル祭やジャイプール
文学祭でのみ上映された非売品の映画も収
集することができた。 
 
②分離独立文学以外のインド英語文学テク
ストについては独立後出版されたものを中
心に網羅的収集することができた。 
 
③分離独立文学研究書については絶版図書
を含め網羅的に収集できた。 
 
④関連資料である、分離独立に関する歴史研
究については最新の歴史研究を含め、代表的
研究書を網羅的に収集できた。 
 
（２）コルカタ、デリー、シムラ、アムリト
サル、チャンデイガル等で分離独立について
の体験者家族の物語について聞き取り調査
を行い、独立後 60 年経過した現在において



も分離の後遺症が見られること、それに関す
る裁判も継続していることを確認した。 
 
（３）この課題に関する代表的研究者たちと
共同研究を行なった。20 年度においては、デ
リー大学英文学科教授の Malashri Lal 氏を
招聘し、インド英語文学についての講演およ
び研究会を開催することができ、インドにお
けるインド英語文学研究の現状について確
認することができた。 
 
（４）上記の資料の読解・分析および共同研
究の結果、分離独立文学の全体像を把握し、
問題点を整理することができ、インド英語文
学の体系的把握に向けた研究の第一歩を踏
み出すことができた。 
 

①アカデミズムからも 70 年代まで無視され

続けてきた英語文学が世界的に認知され隆

盛をきわめるのに呼応し、その研究も活況を

呈しているにもかかわらず、体系的に全体を

俯瞰できる状況には至っていないこと、総体

としてのインド英語文学は未知数であるこ

とを確認した。インド英語文学の名称・定

義・出自などについての研究者間の議論には

決着が付いていない状況である。今後の重要

な課題としては総体としてのインド文学を

踏まえ、インド英語文学を世界文学、あるい

はポストコロニアル文学を構成する有力な

文学として位置づけるべきか否か、といった

位置づけの問題がある。 

②分離独立文学の総体を把握したした上で、

それがインド英語文学全体の中においてき

わめて重要な位置を占めることを確認した。

また、分離独立研究が近年特に盛況になった

にもかかわらず、その体系的研究はきわめて

乏しい状況であることを確認し、その特質と

課題を整理した。 

 
③個別テクスト分析の結果以下のような問

題点・課題が明らかになった。分離独立は女

性問題であるため、被害者としての女性イメ

ージに描写が集中するテクストが多いが、国

家のアイデンテイティを維持するための道

具として機能させられる現実に抵抗した女

性の物語が乏しいこと、今なお分離要求をし

ている複数の州の民衆の視点から分離独立

を見たテクストが乏しいことなどである。 
 
（５）以上の研究成果を毎年ハワイの人文学
国際学会で発表し、内外に発信することがで
きた。現地インドにおける国際学会（デリー
大学ジェンダー教育研究センター主催の国
際学会および国立通信大学主催のインド英
語文学学会等）に招聘を受け、研究成果を発
表することができた。それを契機にさらなる
共同研究の申し出があり、インド英語文学研
究書出版の準備が複数進行中である。 
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